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1. 2022年12月期第2四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 3,834 ― 1,260 △1.0 1,299 △9.7 871 △10.0

2021年12月期第2四半期 14,059 △8.9 1,272 △26.1 1,438 △22.9 969 △22.1

（注）包括利益 2022年12月期第2四半期　　885百万円 （△1.5％） 2021年12月期第2四半期　　898百万円 （△20.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第2四半期 12.47 ―

2021年12月期第2四半期 13.22 ―

（注１）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（注２）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。売上高に大きな

影響が生じるため2022年12月期第2四半期の売上高の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期第2四半期 24,090 18,247 75.4 265.11

2021年12月期 24,654 19,705 79.6 276.92

（参考）自己資本 2022年12月期第2四半期 18,172百万円 2021年12月期 19,634百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 19.00 19.00

2022年12月期 ― 0.00

2022年12月期（予想） ― 19.00 19.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,680 ― 2,410 3.9 2,430 △3.4 1,670 2.0 23.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）2022年12月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基

準等を適用した後の金額となっております。これに伴い、売上高は大きく減少することから対前期増減率は記載しておりません。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期2Q 76,930,032 株 2021年12月期 76,930,032 株

② 期末自己株式数 2022年12月期2Q 8,383,201 株 2021年12月期 6,026,001 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期2Q 69,931,755 株 2021年12月期2Q 73,324,027 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化

等により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想数値に関する事項は添付資料の４ページを参照してください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等

を適用しております。

　これに伴い、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前第２四半期連結累計期間と比較して大きく減少して

おります。

　そのため、当第２四半期連結累計期間における経営成績に関する説明は、売上高については前第２四半期連結累計

期間と比較しての増減額及び前年同四半期比（％）を記載せずに説明しております。

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状

況が続いており、企業収益に与える影響については、先行き不透明な状況が続いております。また、ロシアによるウ

クライナ侵攻など、地政学的リスクも予断を許さない状況にあります。

　このような経済状況のもとで、当社グループの主要事業であるインターネットマーケティングサービス分野では、

消費者のデジタルシフトが進む中、特に動画視聴時間の増加や今後の通信環境のさらなる高速化などもあり、インタ

ーネット広告は、大手プラットフォーマーを中心に需要が高まっております。一方、インターネット広告がマスメデ

ィアとしての役割を果たす中、個人情報保護の動きが加速しており、消費者の行動を追跡できるCookieなどの利用を

制限する動きが活発化しております。

　当第２四半期連結累計期間において当社グループは、改正個人情報保護法への対応や既存事業の更なる成長と今後

の柱となる事業の開発を推進してまいりました。また、既存事業のコスト最適化を図り固定費の削減に努めました。

しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大の影響による一部広告主の予算削減や消費者の消費に至る導線の変化

等の影響により減収減益となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,834,912千円（前年同四半期は14,059,399千円）となりまし

た。また、営業利益は1,260,167千円（前年同四半期比99.0％）、経常利益は為替差益等の計上により1,299,417千円

（前年同四半期比90.3％）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は871,990千円（前年同四半期比90.0％）と

なりました。

①　CPAソリューション事業

　　　当社グループは、主力サービスでありますアフィリエイト広告サービス「A8.net」、スマートフォンアプリ向

けCPI広告サービス「seedApp」等を提供しております。当第２四半期連結累計期間においては、A8.netは改正個

人情報保護法への対応で新規顧客の受注および一部広告主の稼働遅延などもあり、前連結会計年度末と比較する

と稼働広告主数は減少しております。しかし、前年同四半期比では稼働広告主数の増加を背景に堅調に推移しま

した。また、seedAppは広告カテゴリの分散化を進め、稼働広告主数も増加し堅調に推移しました。その結果、

当第２四半期連結累計期間の売上高は3,018,544千円（前年同四半期は11,124,261千円）、セグメント利益は

1,825,457千円（前年同四半期比99.7％）となりました。

②　ADコミュニケーション事業

　　　当社グループは、主力サービスでありますスマートフォン向け運用型広告サービス「nend」等を提供しており

ます。当第２四半期連結累計期間においては、新規事業の企画・開発を推進し固定費の削減に努めたものの、大

手プラットフォーマーへの広告予算の寡占化を背景として、nendの稼働広告主数が減少したことにより減収とな

りました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は590,709千円（前年同四半期は2,670,721千円）、セ

グメント損失は96,779千円（前年同四半期はセグメント損失44,751千円）となりました。

③　その他

　　　当社グループは、シーサー株式会社が運営する「Seesaaブログ（シーサーブログ）」を代表とするメディア事

業等を展開しております。当第２四半期連結累計期間においては、ブログメディア事業においてPV減少に伴い広

告収入が減少したことなどにより減収となりました。一方、コスト面においては前期ソフトウエアの減損処理を

実施したことからソフトウエアの減価償却費が縮小しております。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上

高は225,657千円（前年同四半期は264,416千円）、セグメント損失は37,073千円（前年同四半期はセグメント損

失41,606千円）となりました。
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セグメントの名称
2021年12月期第２四半期 2022年12月期第２四半期 2021年12月期

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

CPAソリューション事業 11,124,261 79.1 3,018,544 78.7 20,944,934 78.5

ADコミュニケーション事
業 2,670,721 19.0 590,709 15.4 5,216,159 19.5

その他 264,416 1.9 225,657 5.9 539,135 2.0

総売上高 14,059,399 100.0 3,834,912 100.0 26,700,229 100.0

サービス 区分
2022年12月期

第２四半期末
2021年12月期末

「A8.net（エーハチネット）」
稼働広告主ID数 3,319 3,378

登録パートナーサイト数 3,131,305 3,041,654

「nend（ネンド）」
稼働広告主ID数 110 142

登録パートナーサイト枠数 1,057,458 1,045,849

○　報告セグメント別の売上高の内訳

　なお、主力サービスであるアフィリエイト広告サービスにおける当第２四半期連結会計期間末の利用広告主数（稼

働広告主ID数）、参加メディア数（登録パートナーサイト数等）は、下記のとおりであります。

（２）財政状態に関する説明

　①　総資産、負債及び純資産の状況

（総資産）

　当社グループの当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ564,209千円減少し、

24,090,598千円となりました。主な要因としましては、売掛金が3,288,139千円（前連結会計年度末は2,970,155千

円）と317,983千円増加したこと及び投資有価証券が1,326,753千円（前連結会計年度末は855,181千円）と471,572

千円増加した一方、現金及び預金が18,047,635千円（前連結会計年度末は19,362,918千円）と1,315,282千円減少

したことによるものであります。

（負債）

　当社グループの当第２四半期連結会計期間末における負債は前連結会計年度末に比べ893,830千円増加し、

5,842,868千円となりました。主な要因としましては、買掛金が4,549,648千円（前連結会計年度末は3,959,465千

円）と590,182千円増加したこと及び未払法人税等が454,487千円（前連結会計年度末は322,619千円）と131,867千

円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当社グループの当第２四半期連結会計期間末における純資産は前連結会計年度末に比べ1,458,039千円減少し、

18,247,729千円となりました。主な要因としましては、親会社株主に帰属する四半期純利益を871,990千円計上し

た一方、配当金の支払いにより1,347,176千円減少したこと及び自己株式の取得により999,980千円減少したことに

よるものであります。
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　　　②　キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から

1,288,459千円減少し18,074,459千円となりました。

　　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、1,689,605千円の収入（前年同四半期は

947,495千円の収入）となりました。これは、主に法人税等の支払額が295,018千円であった一方、税金等調整前四

半期純利益を1,286,449千円計上したことによるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、686,465千円の支出（前年同四半期は

469,967千円の収入）となりました。これは、主に投資有価証券の償還による収入が125,000千円であった一方、投

資有価証券の取得による支出が636,611千円であったこと及び関係会社株式の取得による支出が110,000千円であっ

たことによるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、2,346,039千円の支出（前年同四半期は

1,574,962千円の支出）となりました。これは、配当金の支払額が1,344,259千円であったこと及び自己株式の取得

による支出が1,001,780千円であったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年２月８日に公表しました業績予想から修正は行っておりません。

- 4 -

㈱ファンコミュニケーションズ（2461）　2022年12月期　第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,362,918 18,047,635

売掛金 2,970,155 -

売掛金及び契約資産 - 3,288,139

有価証券 200,010 200,700

その他 455,432 292,237

貸倒引当金 △13,312 △12,589

流動資産合計 22,975,204 21,816,123

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 64,861 61,211

工具、器具及び備品（純額） 36,220 38,869

有形固定資産合計 101,082 100,081

無形固定資産

その他 423,676 406,493

無形固定資産合計 423,676 406,493

投資その他の資産

投資有価証券 855,181 1,326,753

その他 301,506 442,537

貸倒引当金 △1,843 △1,391

投資その他の資産合計 1,154,844 1,767,899

固定資産合計 1,679,603 2,274,474

資産合計 24,654,807 24,090,598

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,959,465 4,549,648

未払法人税等 322,619 454,487

賞与引当金 3,124 8,424

その他 521,924 695,270

流動負債合計 4,807,135 5,707,830

固定負債

長期預り保証金 141,903 135,037

固定負債合計 141,903 135,037

負債合計 4,949,038 5,842,868

純資産の部

株主資本

資本金 1,173,673 1,173,673

資本剰余金 278,373 278,373

利益剰余金 20,962,383 20,487,197

自己株式 △2,799,962 △3,799,942

株主資本合計 19,614,467 18,139,301

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 20,311 33,411

その他の包括利益累計額合計 20,311 33,411

新株予約権 70,991 75,016

純資産合計 19,705,769 18,247,729

負債純資産合計 24,654,807 24,090,598

- 6 -

㈱ファンコミュニケーションズ（2461）　2022年12月期　第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 14,059,399 3,834,912

売上原価 10,823,714 815,087

売上総利益 3,235,684 3,019,824

販売費及び一般管理費 1,963,130 1,759,656

営業利益 1,272,554 1,260,167

営業外収益

受取利息 2,819 1,987

受取配当金 3,991 4,800

投資有価証券売却益 7,247 －

為替差益 34,139 61,286

投資事業組合運用益 119,390 －

その他 1,857 2,818

営業外収益合計 169,446 70,892

営業外費用

デリバティブ評価損 3,008 －

投資事業組合運用損 － 29,838

その他 336 1,804

営業外費用合計 3,344 31,643

経常利益 1,438,655 1,299,417

特別利益

固定資産売却益 228 368

特別利益合計 228 368

特別損失

固定資産売却損 5,016 0

投資有価証券評価損 － 12,999

事務所移転費用 1,014 －

減損損失 － 332

その他 － 3

特別損失合計 6,031 13,335

税金等調整前四半期純利益 1,432,853 1,286,449

法人税、住民税及び事業税 435,705 422,698

法人税等調整額 27,910 △8,239

法人税等合計 463,615 414,459

四半期純利益 969,237 871,990

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 969,237 871,990

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 969,237 871,990

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △70,821 13,100

その他の包括利益合計 △70,821 13,100

四半期包括利益 898,416 885,091

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 898,416 885,091

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,432,853 1,286,449

株式報酬費用 6,217 4,025

減価償却費 103,158 65,664

デリバティブ評価損益（△は益） 3,008 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 12,999

減損損失 － 332

賞与引当金の増減額（△は減少） △76,161 5,299

ポイント引当金の増減額（△は減少） 300 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △510 △1,174

受取利息及び受取配当金 △6,811 △6,788

為替差損益（△は益） △33,138 △54,440

投資有価証券売却損益（△は益） △7,247 －

投資事業組合運用損益（△は益） △119,390 29,838

固定資産売却損益（△は益） 4,788 △368

売上債権の増減額（△は増加） 136,164 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - △317,531

仕入債務の増減額（△は減少） 11,704 590,182

預り保証金の増減額（△は減少） △3,734 △6,865

未払消費税等の増減額（△は減少） △87,671 114,678

その他 △21,398 256,893

小計 1,342,132 1,979,195

利息及び配当金の受取額 11,524 5,428

法人税等の支払額 △406,160 △295,018

営業活動によるキャッシュ・フロー 947,495 1,689,605

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,555 △10,881

有形固定資産の売却による収入 8,769 368

無形固定資産の取得による支出 △64,195 △36,570

投資有価証券の取得による支出 △161,152 △636,611

投資有価証券の償還による収入 351,725 125,000

投資有価証券の売却による収入 111,142 -

関係会社株式の取得による支出 - △110,000

投資事業組合からの分配による収入 136,709 15,050

敷金及び保証金の差入による支出 － △9,179

敷金及び保証金の回収による収入 95,429 77

その他 △2,907 △23,719

投資活動によるキャッシュ・フロー 469,967 △686,465

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △183,966 △1,001,780

配当金の支払額 △1,390,995 △1,344,259

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,574,962 △2,346,039

現金及び現金同等物に係る換算差額 34,413 54,440

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △123,085 △1,288,459

現金及び現金同等物の期首残高 19,532,772 19,362,918

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,409,687 18,074,459

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

・代理人取引

　当社グループの主要サービスにおいて、従来は総額で収益を認識しておりましたが、顧客への財又はサービス

の提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、代理人取引と判断したものについては、顧客から受け

取る額から財又はサービスの仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

・顧客に支払われる対価

　販売手数料等の顧客に支払われる対価については、従来は販売費及び一般管理費として処理する方法によって

おりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は10,141,322千円減少、売上原価は9,881,411千円減少、販売

費及び一般管理費は259,911千円減少しておりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響はありません。

　　また、利益剰余金の当期首残高に与える累積的影響額はありません。

　　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」として表示することといたしました。

　　なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

　　「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しており

ません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　　なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

- 10 -

㈱ファンコミュニケーションズ（2461）　2022年12月期　第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年２月18日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、自己株式2,357,200株の取得を行いました。

　この取得により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が999,980千円増加しております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末において自己株式は3,799,942千円となっております。

（単位：千円）

報告セグメント
  その他  
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

CPAソリュー
ション事業

ADコミュニ
ケーション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 11,124,261 2,670,721 13,794,982 264,416 14,059,399 － 14,059,399

セグメント間の内部
売上高又は振替高 173,288 － 173,288 43,742 217,030 △217,030 －

計 11,297,549 2,670,721 13,968,271 308,159 14,276,430 △217,030 14,059,399

セグメント利益又は損

失（△）
1,830,187 △44,751 1,785,436 △41,606 1,743,829 △471,275 1,272,554

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年１月１日　至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メディア事業等を

含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

- 11 -

㈱ファンコミュニケーションズ（2461）　2022年12月期　第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（単位：千円）

報告セグメント
  その他  
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

CPAソリュー
ション事業

ADコミュニ
ケーション

事業
計

売上高

顧客との契約から生

じる収益（注）４
3,018,544 590,709 3,609,254 225,657 3,834,912 － 3,834,912

外部顧客への売上高 3,018,544 590,709 3,609,254 225,657 3,834,912 － 3,834,912

セグメント間の内部
売上高又は振替高 151,937 － 151,937 38,337 190,275 △190,275 －

計 3,170,482 590,709 3,761,192 263,995 4,025,187 △190,275 3,834,912

セグメント利益又は損

失（△）
1,825,457 △96,779 1,728,678 △37,073 1,691,604 △431,436 1,260,167

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メディア事業等を

含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．収益認識方法については、「注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

　　　５．顧客との契約から生じる収益以外の収益はありません。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首より収益認識会計基準等を適用し、収益認

識に関する会計処理の方法を変更したため、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しており

ます。

　これによる各報告セグメントにおける当第２四半期連結累計期間の「外部顧客への売上高」は、CPAソリュ

ーション事業で8,311,131千円減少、ADコミュニケーション事業で1,800,254千円減少、その他で29,936千円減

少しております。「セグメント利益又は損失」について影響はありません。
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